VEGEHOUSE PROJECT : THE PLAN OF THE VEGETABLE DIRECT SHOP UNIT FOR ARBAN FARMER by 山中 元
vegehouse project : 都市農家の庭先野菜直売ユニ
ットの計画
著者 山中 元
出版者 法政大学大学院デザイン工学研究科
雑誌名 法政大学大学院紀要. デザイン工学研究科編
巻 2
発行年 2013-03
URL http://hdl.handle.net/10114/8505
 １． 設計概要
 
２． 庭先野菜直売ユニット生産フロー
1-1 郊外の農地保全へ
　本計画は都市農家が個人で所有する庭先野菜
直売所の提案である。庭先直売所は比較的住宅
が密集する地域において、農家が自身の敷地内
に栽培した野菜を販売している構築物であり、
以下のメリットが考えられる。
①消費者が新鮮な野菜を購入できる点
②農家と消費者がコニュニケーションを取る機
　会が生まれるコミュニティ形成機能
③庭先直売所は点在しているため、地域の回遊
　性が高まる点
④田園風景のアクセントになる風景形成機能
①～④から庭先直売所は量販店やスーパーでは
生まれない、地域性を発揮できる構造物である
ことがわかる。また、近年、週末に都心の各地
で野菜を直売するマルシェ（市場）が催され、
安心・安全で新鮮な野菜を求めて賑わい、野菜
の直売文化が芽生えつつある。
　
以上のことから、
a.自然素材の木材を野菜同様地産地消で供給す
　る。
b.野菜の新鮮さや農地の魅力を表現できる展示
　とする。
c.出店可能な動的建築とする。
　
ということに重点を置き、庭先直売所を計画す
る。
a.地産地消での木材供給
　日本の林業は戦後、復興の需要から、拡大造
林政策がとられ、各地で広葉樹を主とする天然
林が伐採され、杉、檜、松などの成長の速い針
葉樹が植林された。しかし、1964年に木材の自
由化から海外の安価で安定供給可能な木材が入
り、日本の木材自給率は減少に推移し、現在で
は20％台に停滞している。
　一方で、東南アジアなど途上国では熱帯雨林
の伐採が進み、希少生物の絶滅や、河川への土
壌流出など環境問題が深刻化している。
　逆に日本では、間伐を中心とした保育作業や
伐採、搬出の費用を回収できず、林業が衰退し
ている。経営上、間伐や枝打ちなどの手入れが
十分に行えないことから、林床まで光が届かな
くなり、森林が荒廃、大雨時に土砂災害の原因
となり、間伐材の活用が求められている。
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　This plan is the design of the small unmanned store where a farmhouse sells vegetables directly.This purpose 
is building relation between citizens and a farmhouse in order to renaissance the urban agriculture which declines.
　Thinner timber is used for a construction material, and it participates in a forest volunteer, and contributes 
to forest reproduction by purchasing thinner timber. Furthermore, lumber and construction are tackled consistently.
The possible unit of folding and movement is planned. Moreover, exhibition of vegetables proposes the method  
suitable for each vegetable.
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2-1 立木入手
　木材の入手について、立木・丸太・製材品を
比較した際、図2から立木は安価であることがわ
かる。また、木を購入することで、山に還元で
きる。
東京には以外にも間伐作業を行う森林ボランテ
ィアが存在し、森の管理に従事している。
　森林ボランティアと連携、立木を購入し、間
伐作業を行い、間伐材を活用する。
2－2　皮むき間伐
　皮むき間伐とは樹木の皮をむき上げ、立ち枯
れさせ、含水率を落とす間伐作業である。皮む
き間伐のメリットは以下である。
①立ち枯れし、含水率が落ちるため搬出が容易
②丸太の保管場所を必要としない
③作業にレクリエーション性がある
含水率は1年半後に20％台になり、材として利用
できる程になる。デメリットは放置しておくと
、むき残した皮の間（形成層）に害虫が侵入し
、周辺に被害が発生する点である。２夏年以内
に伐採すれば問題はないが、保守的な山主は懸
念を示す場合が多いが市民活動レベルで楽しく
、子供や女性でも参加できる山仕事として、普
及しはじめている。　
2-3 賃引きと移動式製材
　製材は製材所に賃引きしてもらうことができ
る１時間ごとに価格が定められており、15,000
～20,000円程度が一般的である。ダブルソーを
所有している製材所は1時間で20～30本程4面製
材できることを考慮すると1本1,000円程度の製
材賃が必要である。
　90mm角以下の材の場合は購入した方が安価で
あることがわかった。そのため、比較的小径の
木を活用する場合は角材にせずに、製材に掛か
る労力、費用を削減する必要があることがわか
った。
　よって、図6にように三等分に製材し、丸太を
無駄なく活用する躯体のユニットフレームを提
案する。1フレームで3mの丸太2本（1ユニットで
4本）を必要とする。野菜の展示台の図7のよう
に板材にする。ミミ付きを可とし、バタ板も活
用する。1ユニットで1本の丸太を必要とする。
　また、土台とデッキは敷地の条件やクライア
図 2  立木・丸太・角材の価格比較
写真 1  皮むき間伐の実践
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図 3  樹皮剥離後の含水率の変化
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図 5  角材購入と賃引き製材の価格比較
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　土台Gとのつなぎに使用する材を図9のように
製材する。太鼓板で活用し、製材に掛る労力と
時間を極力削減する。
図 6  躯体部材の製材方法
図 8  土台 1とデッキの製材方法 図 9  土台 2の製材方法
図 7  野菜展示台の製材方法
図 10  折りたたんだフレームの寸法と重量
図 11  広げたフレームの寸法
2-4 軽トラックを活用した搬出
　重量税と燃費が安価な軽トラックを活用して
材の移送を行う。
荷台の寸法：1900（W）1500（D）250（H）
最大積載荷重：350kg
以内でユニットを設計する必要がある。使用す
る材の寸法は長巾1800以下を主とし、最大2400
とする。また、1ユニットを0.875m3以下として
建築を計画する。（木材の比重：0.4とし、最大
積載木材立米数＝0.35(t)÷0.4＝0.875㎥と計
算）
　左の図6を設計ユニットのフレームとし、2フ
レームで1ユニットとなる。フレームはW150なの
で、一度に９フレームを運搬可能である。重量
は180kgであるため、展示台に使用する板材や土
台、デッキ材等も併せて運搬可能である。現場
への移送後、フレームを広げ、すぐに柱脚の組
み立て作業に入ることができる。
デッキ板と土台を同時に伐り出す。2本の丸太か
ら土台とデッキが完成する。ミミ付きを可とす
るため、デッキ板Eは木表ではなく、木裏を表面
に使用することになるが、丸太を無駄なく活用
できることが利点である。
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図 12  平面図 1:50
2-5 ユニットの平面図
　ユニットはおおよそ、間口1000mm、奥行
2000mmを基本とし、野菜展示とデッキの奥行を
各1000mmとしている。デッキのスペースは落ち
着いて野菜を見ることができ、すれ違いを可能
とするスペースを最低限確保している。デッキ
はX軸方向（野菜の展示台）に向かって目地を張
っており、野菜に意識が向かう方向性を与えて
いる。また、デッキ板は巾150mm、90mmの2種類
があり、巾の広い150mmを中央に配置することで
、中央でのテンポを緩やかにし、野菜に集中で
きるディテールを設計している。土台、基礎部
は上記のようなデッキ配置を可能とするように
逆算して設計した。
2-6 ユニットの立面図
　ユニットは柱脚部から45°で立ち上がってり
、次の柱の接合部から垂直軸で反転させている
。屋根は2.5寸勾配にし、雨水の流れを最低限に
つくり出すことと、展示台に直射日光が当たら
ないことを意識して、勾配を決定した。垂木の
長さはデッキのスペースを1000mm取ること、高
さを2300mm程度にすることを考慮し、決定した
。柱に関して同様に、この空間スケールを実現
するために最適な寸法を決定している。
寸法の決定プロセス
1.野菜展示、デッキの奥行をそれぞれ1000mmと
する。
2.屋根の勾配を2.5寸勾配とし、垂木までの高さ
を2300mm程度とする。
3.柱脚部から45°で立ち上がる。
4.上記の空間を作り出すために、柱の長さ、垂
木の長さが決定する。
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図 13  立面図（側面）　1：50
図 14  アクソメ図　左斜め前方
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図 15  野菜展示台・柱の接合部 図 16  太鼓板とバタ板の接合部 1
図 17  太鼓板とバタ板の接合部 2
図 18  基礎と柱脚の接合部
2-7 接合部の詳細図と金物
　接合部は施工しやすいよう難しい加工を必要
としない穴あけとビス止め程度の単純な作業で
行えるよう設計した。また、使用する金物は種
類を増やさないよう心掛け、ボルト径はM6（図
15、16）、M8（図17、18）に統一している。
①小皿ネジ M6、L30
②鬼目ナットDタイプ
③小皿タッピンネジ M6、L30
④ステンレスフラットプレート皿穴加工 t4
⑤平ワッシャー M8
⑥六角ボルト M8
⑦鬼目ナットIタイプ
⑧冷間蝶ボルトR M6
⑨ターボ羽子板 L200
　図15は野菜の展示台とフレームの接合方法で
ある。鬼目ナットを板に入れ込み、蝶ボルトで
締め付ける仕組みになっており、工具を使用せ
ずに台の取り外しが可能なように設計している
。この接合により、フレーム同士がユニットと
して繋がる。台が斜めに入っていることで、水
平力に対して安定し、転倒を防止する構造にな
っており、展示台が躯体の構造として重要な役
割を担っている。
　図16、17はボルト、鬼目ナットを使用するこ
とで、外側にボルトが見えず、木肌を活かした
ディテールに設計している。バタ板と太鼓板の
接合部は特注品のステンレスのフラットバー（
210×35 皿穴加工3カ所）を使用している。
　図18はターボ羽子板ボルトをコンクリートブ
ロックの中に入れ込み、ボルトで締め付けるこ
とで柱脚を固定する。バタ板（前方）は二本の
間に通し、太鼓板（後方）は切り込みを入れ、
差し込むことで、金物が見えないよう設計して
いる。
②鬼眼ナット D タイプ
⑤平ワッシャー
⑥六角ボルト
⑧冷間蝶ボルトＲ
⑧冷間蝶ボルトＲ
⑦鬼眼ナット Ｉタイプ
⑦鬼眼ナット Ｉタイプ
⑥六角ボルト
コンクリートブロック A 種 隅
390（W）×190（H）×120（D）
⑨ターボ用羽子板
⑤平ワッシャー
⑩六角ナット
①皿小ねじ
②鬼眼ナット
③皿小タッピンねじ
④小皿ステンレスフラットプレート
　（皿穴加工 特注品）
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３．野菜の展示方法
b.収穫を疑似体験する保存に合理的な野菜展示
　野菜の展示方法は農家からのヒアリングから
、畑に生っている状態を再現することで、野菜
の保存効果を高めることができることがわかっ
たため、畑の状態に近付けるよう設計した。畑
の状態を再現することで、野菜と手に取ること
で、まるで畑から収穫しているような疑似体験
を味わうことができる。展示台は小さな畑を表
現したものになる。
畑に生っている野菜の状態と種類は以下のよう
に分類することができる。
①茎から生っている状態：果菜類、豆類
②土に根を張っている状態：根菜類、葉物類
③土に根を張り、結球している状態：結球野菜
④土の中に埋まっている状態：イモ類
野菜の展示レベルは図19のように、①を上段、
②③を中断、④を下段とすることで、野菜の生
っている高さも再現する。
　①は図20のようにチャンネルボルトに吊るす
ことで、茎から生っている状態を再現する。台
が斜めになっていることで、野菜を取ると次の
野菜が自然に前に落ちてくる合理的な設計とな
っている。チャンネルボルトの設置間隔は野菜
の包装袋のサイズによって変更することができ
る。
　②は図21のように穴を穿ち、そこに野菜を入
れて再現する。台の下には、真竹の半割が洋灯
とワイヤーによって吊され、野菜を受ける仕組
みになっている。竹は農家の竹林から伐ったも
のを予定しており、農家から提供してもらうこ
とで、工費を抑える工夫をしている。穴の大き
さは野菜のサイズによって変更することができ
る。
　③、④は図22のように、展示台に設置した箱
の中に入れて再現する。野菜が転がり落ちない
高さであり、板材の巾寸法でもある110mmに設定
し、箱は野菜に応じて110mmごとに様々な大きさ
があり、野菜のサイズに応じて変更することが
できる。
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図 20  果菜類の展示（吊るす）
図 19  野菜に応じたレベル差の設定
図 21  葉物・根菜類の展示（穴に入れる）
図 22 イモ類・結球野菜の展示（箱に入れる）
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ことができる。
　図24のような合掌型は農家の畑内など、比較
的広いスペースに設置することができる。中の
スペースを広く取ることができるので、内部で
は椅子を設置して、妻方向に拡がる田園風景を
見ながらゆっくり休むことができたり、野菜の
試食会などのイベントを行ったり、井戸端会議
を開くこともできる。エクステリアは屋根素材
にターポリンなどのテント膜素材を使用するこ
とで透明感のある外観を実現する。図28のよう
に、ビニールハウスのある農的風景に馴染み、
連続性を与える。
　図29はユニットの形成方法応用すると多様な
形態が可能であることを示している。柱の長さ
、角度を変えることで、農家の規模、特徴に合
わせて展示する野菜の量、種類に応じたユニッ
４．多様なユニットと形態の展開
c.変形可能な動的なユニット
　ユニットはX軸方向、Y軸方向の両方向に連結
展開可能である。X軸方向へ連結するタイプを並
行型（図23）、Y軸方向へ連結するタイプを合掌
型（図24）とする。両タイプともに、図25、26
のようにアングルプレートと六角ボルト、冷間
蝶ナットの3種類、同様の金物で連結することが
可能である。
　図23のような並行型は、農家の庭先や畑など
に沿って続く生垣の代わりに設置することがで
き、展示台の隙間から農家の庭や畑の風景がみ
えがくれする。また、ユニットは折りたたみ可
能で軽トラックに積んで持ち運ぶことができる
ため、近年、都心各地で催されているマルシェ
（市場）などの出店もユニットごと可能である
。図27は公園野菜の直売マルシェが催されてい
る様子で、共同で農家が出店した際に連結する
図 23 並行型
図 25 並行型 詳細図
図 27 並行型 出店マルシェとしての使用 図 28 合掌型 ビニールハウスに馴染んだ風景
図 26 合掌型 詳細図
図 24 合掌型
アングルプレートアングルプレート
冷間蝶ナット冷間蝶ナット
⑥六角ボルト
⑥六角ボルト
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５．積算
　躯体は1ユニット17,000円で製作することがで
きる。木材は丸太の購入費と賃引き料を加えて
計算している。ステンレスのフラットバーはサ
イズがあるため、比較的金物が高価になる。展
示台、デッキも合わせると合計40,000になる。
屋根（テント膜）は㎡5,000円程度であるため、
10,000円必要になり、合計50,000円程で1ユニ
ットを建設可能である。2ユニット目から躯体フ
レームが一つ加わるのみになるため、8,500円に
なり、2ユニットの合計は90,000円程で可能にな
る。施工はある程度DIYの経験があれば一人で組
み立て可能であるが、人件費は必要に応じて加
算される。
６．総論・展望
　この庭先直売ユニットの計画は減少の一途を
たどる都市農地と林業経営の崩壊から荒れた山
の整備に、微々たるものであるが貢献でき、今
すぐに実践できる取組みである。庭先直売所で
は、顔の見える野菜を介して地域住民同士や農
家が繋がり、地域コミュニティの結束が深まる
ことが期待される。また、庭先直場所は郊外地
域に多く（小金井市では約60箇所）点在するた
め、今後拡大する可能性は十分にある。庭先直
売所の素材を地産地消の間伐材を使用した木材
に転換することで、都市農地に大きなムーブメ
ントを起こすことができ、ボランティアによる
山の管理が進むことも期待される。
　小さなプロジェクトであるが、ボトムアップ
で身の丈に合った等身大の建築により、少しで
の社会の役に立ちたいと計画した提案である。
トを形成することができる。角度を狭めること
で、台の数が2段から3段、4段になり、野菜の展
示数を増やすことができる。逆に展示台間の隙
間が狭まるので、長さのある野菜の展示は難し
くなる。
図 29 多様なユニット形態の展開
図 30  庭先直売所ユニットの建設に掛る費用 
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